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先週のマーケット動向（1月 3日～1月 7日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,189.5  1,204.2  1,187.5  1,201.5  +12.7 

JPY/KRW 10.3309  10.4038  10.2931  10.3640  +0.040 

KOSPI 2,998.32  3,010.77  2,919.91  2,954.89  ▲22.76 

 (Source: SMBS, Bloomberg) 

先週のドル/ウォン相場は上昇した。1,186.9ウォンでオー

プン後は週末発表の米雇用統計や1月のFOMCでの早期利上

げ期待上昇による警戒感から1,190ウォン台までレンジを

切り上げた。週半ばも米国ではオミクロン株が経済に与え

る影響は限定的との見方により過度な警戒感が後退する

中、米金利が連日上昇。1,200ウォンを目前に控えた輸出

企業のドル売りや当局の介入を意識した警戒感でもみ合う

場面もあったが、総じてドル/ウォンは底堅く推移した。

週末にかけても、FOMC議事要旨で従来想定よりも早期かつ

迅速に利上げに踏み切る可能性があるとの見方が示された

他、Fed高官による3月の利上げも可能とのタカ派発言もあ

って米10年債利回りは結局1.7％台後半まで上昇。結局先

週末対比12.7ウォン上昇した1201.5ウォンでクローズした。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォン相場はやや上値の重い展開を予想す

る。注目された米12月雇用統計は失業率や平均時給の伸び

は予想より良好な結果だったものの、非農業部門雇用者数

は予想の半分にとどまった。先週には米FEDによる早期金

融正常化懸念から米10年債利回りは1.7%台後半まで上昇し

たものの、このレベルでは水準感から債券市場に買いが入

りすい。よって、米国の早期利上げ観測を背景としたドル

買いが進むには新しい材料が必要だろう。今週のドル/ウォ

ンはBOK会合も控えて様子見ムードの中、やや上値の重い展

開を予想する。 

 

予想レンジ 
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* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 
今後の予定 

11日(火) 韓 11月 国際収支  

12日(水) 米 12月 CPI  

 日 11月 国際収支  

 韓 12月 失業率  

 中 12月 PPI  

 中 12月 CPI  

13日(木) 米 1月 失業保険新規申請者数  

 米 12月 PPI  

14日(金) 米 1月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値 

 米 12月 鉱工業生産  

 米 12月 小売売上高  

 韓  BOK 政策金利発表  

 中 12月 貿易収支  

 


